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2.1 From now on I wi¥l consider a lang.'!!!R~ to be a 則的f!!.!e_ ，o ，~ ) 

infinite) of sentences. each finite i!U豆!.lglhand constructed out 0f.a. ) 
anite set of elemerus， A¥I naturalla時 uagesintheir spoken or written ) 

form are languages in this sense. since each natural1anguage has a 

finite numbcr of phoncmes (or letters in its alphabet) and each 

sentence is representable as a finite sequence of these phonemes (or 

letters). though there are infinitely many sentences. Similarly， the 

set of 'sentences' of some formalized system of mathematics can be 

considered a language. 1he fundamental aim in the li~g~istjc 

anaJysis of a 1空間geL j主主主恒三tethe， g~ammarical ~eq l:!~ces 

which are the sentences of L from the u!Jgra笠marical旦問主nces

which are not senten-::εs of L and to study the structure of th宅

mmmatical seq盟旦5・Theg~ammar of L will thuL~~立野

that genera tes all of t he grammatical seauences of L and none of the 

必Dg~ammaticalo!ln，

-~、~、-~、~、~-司、~、円--匂m・~、~司、，、-内-、--、，、~刷、，、，、~、，、~、，、d町、，、-‘~--、~、-，、 ，
A耳ramm3rof the la目立ua耳eL is essentiallya theory of L. Any scientific theof¥' l 
is based 00 a ti川nn
phenomena and to predlct new pnenomena by construcung general laW3 in terms 
of hypotheucai coosrructs such as (in physlcs， ior example) ，“.冶ma白ssダ..and “、川ele伐ct口ro叩n."
i s臼1m口ml1a訂凶rh-、y，a 胃rロammarof En問胃削liβsh凶 basedon a 品nitecorpus ot utterances (obser-
vations" and it will contain grammatical Tules (laws) stated in terms oi the par-
ticular phon~mes， etc.. of English (hypothetical constructs). The~e Tules express 
structural relatlons among the sentences of the ∞rpus and the indefinite num' 
ber of sentences generated by the grammar beyond the ∞rpus (predictions). Our 
; problem日 todevelop and clarify tne cri町 iaior selecti叫 thecorrect grammar 
for each lan)Zuage， that is， the correct theory oi this language.一ーのntactic
i St問 ctures(l9oi)， p.49. 

訳 Lたる言語の文去11.本質的にはLについての浬論である.科学的建論iまいずれえ一定数 !
η観察に基づいて.夜祭された現象間の関係を発見し， (たとえば物浬学で言うたら)iti量J
=r電子」のような仮説的情成 [constructs]をもとにして→制制IJを組み立て， 427しL、没 l
!~を予言しよ うとする.向療に，笑語の文法は一定数の発話(観察)に基づいて.英語特有の !
7 令ーニム平句など i!豆説的情r;t)によって述べられる一定の文法的ルール(法則)を有寸る j 
てあろう.ニれ 九のんーんはその資料中の文とその文法によって資料外に作り出される不定n ~
の文とのFJ1のほj室前関係を表わす{予終).われわれの問題11名言語に対する正確tr.文三，寸f:.

2242???治理論をえらび出す慨を考え・解明することである・一蛾蹴ロ j

;一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一~
ゃを子有稔 193'1 ...ノγム-〒ョムスキ-.J li'ち昆♂ 10-13":ワヲー81.

本主主長会誌と三(81∞Il，firld. らのぞ杭t主主晃'乙Zち与〉め E苦言

・7夜ちの行酢7主主公的アヌ3口一子 1，:'，続起訴1(SYlllctX)の刊さEと Lて

良ニみの Trl-1 ¥をのむめzこ Yこを拍もL。

ホ軒目理論1一→取理主己苦主主の主計7七f7¥'， 自然己詰のM1471てqmz;;ぁ ζ

--・v=とを f王す。 (1¥0ラグ、472乙し 7定志〉
~ 

牢官制に苅 L でえ注=理路11犬、賢明す五税目兵力 E~r，ゐす 3 五二草

・付事理誌，詰T反乾たバ7' 足時文}玄理詰マの肉在的真左ミ壬抑T~ づ‘

tt~o (r〒ヨムスヰ一理科の医用とえ限」 毛主照〉

52 査員同形式から走之K， CJtomsktd長牛の語、五、

本単純註操作主まみからの槌民

-拘理主一→ M盟主ー→ち詑き と骸く h主主見に析し・ 喜色~ lX 

を1-1¥に間在す五写室持芝朗 自に問実し . 長尾さなた。

・色念均単品切H盟主のような系梓たE宜、え LH，ていない ι~~め it ~I 

来京量的〉ーーテ物狸25乙為 (6FT0)誌魚〉と l手ヌ'¥の lレート柄、あ

っ之 td:i)Cろで、仏1a¥¥ 1コ、

本 ぞき実岡、~"う〉竹為の三f:'iQ:& ， d りE明石Eにn::え z空荷、

-鞠担暗， とは矢"夜、.?;I¥め，ス聞酌'現裳について の私宅 約t

干 IVをえたー+相主哲与め -Aミl住

. )~ラグ f ムの華新，理誌の更新にl!(，1 '9三人 より淑'ir.' • (:‘正私立札
Tミー鍔I/ E 与えと I\~- 料等ぞ柄鳥のヂ-'?z.してモ勺之注目

立tj'¥.とa1 ¥めきI手、。

............... \J\~\/\，ヘ~ヘ~戸~----.....-----~ヘー------\Jヘーへー一、\

Gross， Haurice 工972 I'~thematica1 Mode1s in Linguistic5， 

Prentice-Ha11， Inc. =1979 照尾政輝・樽泥康実

喜R. u'ち品阜のを叉理'E7" )レd]，ti刊号E色Lt色付k・

Chomsky， Noam 1957 Syntactic Structure!?t Houton乙 Co・

=1963 ~監五区保(jl文?乏の也造占，U'有呪k.
豆問忌 日 79 r間あち t'ß~ の芝碇... ， (禾売夫). 
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9.6 評価の芋1痕

We hav~not yet conside~ed t~~Jollowing ，:，~r~ c~ucial_q山sl1on:
What is the relation between the general theory and the panicular 

grammars that follow from it? In other words. what sensεcan we 

Jiye 101ht-notion“folioF from-プinthis contexl? It is al thi叩 omt
that our approach wiJI diverge sharply from many theories of 

linguistic structure. 

一←ーThesirongest requirement that could be plaαd on the relation 

between a theory of linguistic structure and particular grammars is 

that lhe theoηmust provide a practical and πlechanical method for 

actu国If}.constructlng-the gr示Imar.given a corpus of utterances. 

Let u~ say that sucb a.theory provides u!¥ with a discovery procedure 

for grammars. 

A weaker requiremc:nt would be that the theory must providfl a 
practical and mechanical method for determining whether or not a 

gtammar proposed fo下aglv示ーcorpusI仁川 fact.the best grammar 

of.-the language from which this corpus is drawn. Such a theory. 
which is not conce~ned with the question of Iw¥¥" this grammar was 

constructed. migh( be said to provide a deC"i.finn proC'edure for 

grammars. 

An even weaker requirement would be that given a corpus and 

given two proposed grammars G， and G t • the theory must tell us . 

which is the better grammar of the fangua氏frcirnwhich the corpus 
ーー三 一 ー.-.-一 ーーー ー 『 【 ー 一ー ーーー ・

is drawn. 1 n this case we might say that the theory provides an 

f'1'aluation prυcedure for grammars. 

These theories "~n be represented graphically in the followiilg 

manner 
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4 -品加1$与氏臨時当性にあ‘¥1<:間磁の女法判切りほほ

え， を札らの隠さTJ. <!糧汚名性ぬ基当事， ~霊泉院理にしよう工涯と 7三。

Suppose that we use the word "simplicity" to refer to the set of 
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「
あ
る
言
語
L
の
文
で
あ
る
文
法
的
た
高
一
銭
そ
L
の
文
で
は
な
い
非
文

法
的
な
連
鎖
と
区
別
し
、
文
法
的
連
鎖
の
悦
治
を
研
究
寸
る
こ
と
・
か
言
語

学
の
絞
本
目
標
で
あ
る
よ
(
『
文
法
の
椛
造
』
♂
-
ミ

R
号
句
、

E
4ミ
2
・

(
以
下
S
S
)
口
頁
)
・

こ
の
一
文
に
盛
ら
れ
た
言
語
潔
念
は
、
当
時
の
言
語
学
者
の
だ
れ
も
が

示
し
え
な
か
っ
た
洞
察
を
含
み
、
言
語
学
の
流
れ
を
変
え
る
に
至
っ
た
。

開
刊
突
に
わ
れ
わ
れ
は
、
少
訟
の
文
に
偶
然
に
出
会
う
に
す
ぎ
元
い
が
、

袋
一
肢
の
新
し
い
文
を
作
り
、
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
袋
一
限
の
文
の
文

法
位
に
関
す
る
直
鋭
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
.
文
法
と
は
、
こ
の
直

観
を
説
別
す
る
た
め
の
仮
説
で
あ
り
、
文
法
的
な
文
だ
け
を
す
べ
て
生
成

し
、
そ
れ
ら
に
締
造
を
与
え
る
仕
組
を
持
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
主
張
は
、
当
時
の
言
語
学
者
に
と
っ
て
、
そ
の
視
点
の
あ
ま
り
に
大

き
な
距
り
の
た
め
に
、
不
必
要
に
む
つ
か
し
く
感
じ
ら
れ
た
よ
う
で
あ

る
。
現
在
は
ま
た
、

S
S
出
版
以
来
の
二
十
年
間
の
研
究
を
通
観
し
て
、

S
S
の
位
低
づ
け
が
見
直
さ
れ
て
い
る
時
期
で
も
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
立

場
を
重
ね
合
わ
せ
て
S
S
を
見
る
時
に
出
て
く
る
結
論
は
、
一
九
五

0
年

代
の
言
語
学
と
見
事
に
対
照
し
た
生
成
文
法
の
理
論
的
碁
盤
は
、
現
在
も

な
お
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
い
な
い
こ
と
、
具
体
的
な
文
法
の
わ
く
組
や
規

則
に
つ
い
て
は
、
理
論
の
充
実
に
伴
う
改
新
が
行
わ
れ
続
け
て
き
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
を
S
S
の
議
論
に
沿
っ
て
殺
{
灯
し
て
お
こ
う
。

『
文
法
の
構
造
』
(
一
九
五
七
年
)

Iqワワ等Z同

S
S
で
は
意
味
を
手
出
回
り
に
し
て
文
法
を
作
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る

こ
と
を
多
く
の
具
体
例
に
よ
っ
て
示
し
、
文
法
理
論
は
純
粋
に
形
式
的
な

落
盤
に
立
脚
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
能
励
文
は

受
励
文
と
意
味
が
同
じ
だ
か
ら
変
形
に
よ
っ
て
切
除
づ
け
つ
れ
い
Q

の
で
は

な
い
.
両
構
造
の
聞
広
構
造
上
の
対
応
聞
係
が
い
く
つ
も
見
ら
れ
る
と
い

う
形
式
上
の
後
処
に
基
づ
い
て
、
受
動
化
変
形
が
提
案
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
・
意
味
の

mm凶
は
、
文
法
が
こ
の
よ
う
に
し
て
定
式
化
さ
れ
て
は
じ

め
て
解
決
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
意
味
誌
が
非
常
に
発
達
し
た
現
在
、
こ
の

考
え
は
以
前
よ
り
重
要
性
を
増
し
、
統
一
詰
論
の
自
立
性
と
い
う
論
点
に
集

約

さ

れ

て

諭

じ

ら

れ

て

い

る

・

-

三
、
始
攻
的
な
蝿
構
造
表
示
の
レ
ベ
ル
ア
メ
リ
カ
栂
造
主
義
で
は
、
分
析
の
レ

ベ
ル
の
混
同
を
桜
力
避
け
た
。
と
こ
ろ
が
、

S
S
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ν

ベ
ル
に
対
応
す
る
固
有
の
文
法
の
形
式
ー
ー
す
な
わ
ち
表
示
ー
ー
を
厳
密

に
袋
一廷
し
、
レ
ベ
ル
間
の
対
応
関
係
を
明
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
言
語
縫

送
中
」
活
切
に
表
わ
し
、
簡
潔
な
文
法
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
し
て

い
る
・
抽
象
的
な
レ
ベ
ル
の
構
造
が
下
位
の
構
造
を
決
定
す
る
こ
と
は
珍

し
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
抽
象
的
な
句
構
造
表
示
よ
り
も
さ
ら
に

抽
象
度
の
高
い
変
形
表
示
の

ν
ベ
ル
を
も
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
前
者

で
は
記
述
不
可
能
だ
っ
た
り
、
記
述
が
非
常
に
復
雑
に
な
る
言
語
構
造
を

簡
潔
に
記
述
で
き
る
。
例
と
し
て
は
、

英
語
の
的
助
詞
の
分
析
と
こ
れ
に

適
用
さ
れ
る
変
形
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
.
岡
町
治
理
論
で
は
、

S
S
で
の
変

形
表
示
の

ν
ベ
ル
は
除
去
さ
れ
た
が
、
深
層
精
進
と
表
四
川
構
造
が
明
確
に

さ
れ
、
こ
れ
ら
を
含
む
句
椛
造
標
識
と
立
円
筒
表
示
・
意
味
表
示
が
区
別
さ

れ
て
い
る
@
い
ず
れ
に
し
て
も
あ
ら
ゆ
る
文
に
傾
数
の
表
示
を
与
え
る
こ

と
が
、
文
法
の
説
明
力
を
婚
す
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
一

つ
の
形
態
素

妥
示
を
持
つ
文
の
意
味
上
の
暖
昧
性
を
筏
数
の
深
層
椛
造
に
よ

っ
て
説
明

し
、
異
な
る
形
態
由
来
表
示
を
持
つ
筏
数
の
文
の
阿
草
向
性
を
単

一
の
深
層
構

造
か
ら
の
派
生
と
し
て
説
明
で
き
る
の
で
あ
る
・
抽
象
的
構
造
の
設
定

は
、
丸
在
で
も
生
成
文
注
理
詠
一
般
に
お
い
て
不
可
欠
の
も
の
で
あ
る
・

伊芸吉ち占 6-2 : 44 -4f， • チ .Aスキー主要著作解題『文法の~造』

で

評
価
の
手
続
き
言
語
資
料
か
ら
文
法
を
発
見
す
る
手
続
き
を
拘
措
定
す

る
こ
と
は
不
可
能
で
も
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
言
語
構
造
に
つ
い
て
の
有

一一ιた
洞
察
を
得
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、
言
語
理
論
は
評
価
の

f
pき
と
い
う
低
い
日
岡
山
を
か
か
げ
る
べ
き
で
あ
る
。
資
料
が
子
え

ら

一-
一
f
れ
を
記
述
す
る
た
め
に
、
同
じ
言
語
理
論
に
基
づ
い
て
筏
数
の
文

必
カ
提
案
さ
れ
た
時
に
、
ど
ち
ら
が
資
料
に
現
わ
れ
た
言
語
事
実
を
よ
り

よ
く
説
引
す
る
か
を
決
定
す
る
の
が
評
価
の
手
続
き
で
あ
る
。
た
と

t

i
ぃ
1
1
明
文
サ
析
を
一
示
す
句
鰐
迭
だ
け
を
与
え
る
文
法
と
、

j
t

L

A

ル
に
飢
え
て
変
形
の
レ
ベ
ル
を
持
つ
文
法
で
は
、
後
者
の
方
が
多
く

の
言
語
挙
実
を
簡
潔
に
示
寸
結
果
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
疑
問
変
形

否
定
変
形
・
強
調
文
変
形
な
ど
と
銭
円
訴
変
形
・

D
O
変
形
と
の
関
連
幻
例

と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、

s
sに
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
評
価
の
手
続
き

と
い
う
考
え
は
、
そ
の
後
『
文
法
理
論
の
諸
伺
』
で
公
に
さ
れ
た
符
準
理

論
で
は
、
個
別
言
語
の
文
法
と
言
語
理
諸
の
記
述
的
妥
当
性
を
測
り
、
言

語
の
普
遍
性
を
茶
一盤
と
し
て
言
語
理
論
の
説
明
的
妥
当
性
を
測
る
評
価
の

手
続
き
と
し
て
充
実
さ
れ
て
い
る
。

二
、
文
法
の
自
律
性
言
語
行
動
の
創
造
的
な
一
間
を
説
明
す
る
に
は
ま
ず
、

「文
法
的
」
と
い
う
慨
念
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.
収
集
さ

れ
た
言
語
資
料
の
分
析
の
た
め
に
発
見
の
手
続
き
を
定
め
よ
う
と
す
る
場

合
に
は
、
「
文
法
的
」
と
は
資
料
に
現
わ
れ
る
と
か
、
現
わ
れ
る
頻
度
が

高
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
取
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
解
釈
は

当
ら
な
い
。
頻
度
ゼ
ロ
で
文
法
的
な
文
は
い
く
ら
で
も
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
一
方
、
「
文
法
的
」
を
「
意
味
を
持
つ
」
と
い
う
こ
と
と
解
す
る
人

も
あ
る
。
こ
れ
も
的
外
れ
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
意
味
は
理
解
で
き
な
い
が

文
法
的
な
文
(
例
①
)
、
意
味
は
理
解
で
き
る
が
非
文
法
的
な
文
(
例
。
)

は
珍
し
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。

①
無
色
の
青
い
考
え
が
眠
っ
て
い
る
。

②
・
僕
り
ん
ご
好

g
く
な
い
。

「
文
法
的
」
と
い
う
霊
安
な
綬
念
を
決
定
す
る
の
は
、
頻
度
で
も
意
味

で
も
な
く
、
文
法
そ
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
チ
ョ
ム
ス
キ
ー
が

文
法
の
臼
立
性
を
主
張
す
る
侠
拠
の
一
つ
は
こ
こ
に
あ
る
・

四
、
厳
密
な
形
式
化
ア
メ
リ
カ
構
造
主
義
で
は
、
意
味
に
頼
ら
ず
形
式
に

基
づ
い
た
分
析
方
法
が
求
め
ら
れ
、
文
法
の
記
述
形
式
の
公
式
化
も
試
み

ら
れ
た
.
し
か
し
、
有
限
の
要
素
と
規
則
に
よ
っ
て
無
限
の
文
を
生
成

し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
一
義
的
に
術
造
を
与
え
る
仕
組
と
し
て
、
文
法
を
数
学

理
論
的
に
定
式
化
し
た
と
い
う
点
で
、
チ
ョ
ム
ス
キ
ー
は
画
期
的
な
役
割

を
果
た
し
た
・

s
s
m四
章
の
書
き
出
し
は
印
象
的
で
あ
る
。
「
統
語
レ

ベ
ル
で
の
言
語
記
述
は
成
分
分
析
と
し
て
公
式
化
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
わ

れ
わ
れ
は
、
こ
の
綬
類
の
記
述
は
ど
の
よ
う
な
文
法
形
式
を
前
提
と
し
て

い
る
か
を
問
う
の
で
あ
る
。
」
こ
う
し
て
形
式
化
さ
れ
た
句
椛
造
文
法
は
、

形
式
的
に
よ
り
単
純
な
有
限
状
態
文
法
と
本
質
的
に
逸
う
性
質
を
持
つ
こ

と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
同
時
に
、
自
然
言
語
の
記
述
力
と
い
う
点
で
の
句

構
造
文
法
の
限
界
が
示
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
限
界
を
越

え
る
た
め
に
変
形
の
レ
ベ
ル
が
必
要
な
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
二
つ
の
文
法

規
則
の
形
式
上
の
途
い
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
・

S
S
で
は
変
形
は
、
銀
…阪

の
文
の
生
成
を
行
い
、
も
っ
と
も
爾
一
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ

る
・
そ
の
後
変
形
規
則
は
深
層
情
造
を
妥
日
間
憐
迭
に
つ
な
ぐ
役
割
だ
け
を

担
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
尚
そ
の
可
能
性
が
大
き
寸
ぎ
て
、
文
法
的
な
文

と
非
文
法
的
な
文
を
区
別
す
る
と
い
う
、
こ
の
言
語
閣
は
論
の
謀
本
的
条
件

を
満
た
さ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
現
在
多
く
の
実
証
的
研
究
に

基
づ
い
て
、
変
形
規
則
に
た
い
す
る
制
約
を
は
じ
め
、
と
の
文
法
理
論
を

自
然
言
語
の
記
述
に
過
不
足
な
く
も
っ
と
も
適
切
な
も
の
に
す
る
た
め

に
、
具
体
的
な
提
案
が
次
々
に
出
さ
れ
て
い
る
・
い
の
，
え
か
ず
と

(
井
上
和
子
・

言
語
学
)

、
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〈痕跡理論〉

言語についての感想
('75) 

〈拡大標準理論〉
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百r.に!J:.J5震の窓味を分解してf専られる章峰崎~-=b'支配されている( 3 11 17・中島誼文J.
指定的分解伺例としては. pi軒目=∞+ntR札制 (Gruber(・65))，f也動J-I=CAUSE +自動
詞 (L.koff(・65))，k ill = CAUSE +岡田町+阿T+ AUVE ( ~lc Ca"，ley i'ω)). remind= PER-
C日VE+ SI州L.AK (P05lal (・70='71")等がよ〈知られている， Chomsky ( ・70='72/Cこ;ニニ
tl句円分析に付する批判がある(...). Fillmore (・68)の術文法て'11，I百十両aEカ・設定
的役もJf;ほとな ヮている.その末l:i:Miに語定期Ub'正記されていると Lつ点で:!Chomsky 

の深嶋崎遣と loJじであるが， j~末諸都内節点がA.o!enl 率的 111~ 怠でムる ðや文法関係 b'定
的hJLていtい点などでは大きく異な勺ているl・).しかし， Chomsky( '70 =・72)による
と.俗文法lt惚準用誼円単なる名目上向変値に過ぎない (3I1ザ.. :l城主文 )~防1'::\.."とい
う考え Ijの萌茅IニGrubed・65)にみられる. Fi ll町内 i'71 ) ニ ù~錠ヲr解的考えを篠沢し
ておりサ，Ih;意味書留への被近を示して.'-di・).Slock...U.， .1. (・68= '73 1 ::.文i.t円F肖見
として111文法主Jli:大信横尾治との融合を斌みてい晶{・~

. 、 句 ~-j.:， --' ‘・ ・

[解脱]
ニ刀tA表:ムチョムスキーF哩畠がどの .t ヮな~撲をたどり池内文J:'主によってど的よヲ

に峨事・能腎・批判されているかを .f;したも 打て h る.以ドで:~. E~"..ぶ点を A- ..J の
IOICiflに絞って訴畠展闘の降を辿る，

E.怠味解釈

t宮司~i型請では， .a:味解釈11深層布陣透のみに筆づいてIIわれるとしていた (oe)b' J.c. 
kendoff (・68). Kurod. (・69)等向指舗を踏まえ Chomsky'・72)の拡大限準用品孟で..皇制

構j1i&r，<-Ji;!t4情JEに1/5づいて解釈されると改められる'，eoべ3!I ¥;-，1京n右文Lた1.:'1-
K.oIZ ¥ ・72):.!，何事尾治のテーゼを依然畏持Lている '.J. !，二Jackendoff('72) ム ;軍

梢・&柄以外の械:tt骨返 L解f(のTI軍となる ζとを主催して.・るー Chomsky(';5) セる
と.解釈:!}{~嶋i立のみ l二基づいて行われると再修正されることになる ~ 3月サ 'j.:島高
文)，定'&;.e:昧詣では， .f!.味表示に文的意味がすべて明示さIlているので.改のて解釈を行

う必要が生、~ ι 

A.変形規則の温.
Cho田aky(・57)で{1，単一変形と償合変形とに一分さtしそIlらの中には意味を変えるよ

1 ~'変形{否定化. 疑問 1ヒなどtJ' :tまれて L ‘ I~. K.alz' Post.1 (・64)て":1，置括的総リ
i~L的 f recutli ve 1 符貨を旬嶋iZ縫目'(に刈するニ Eに!:') lVU'変形を不安と L (2月サ
lfi.倒昌文書照J，また，iS定文.疑問文など内子皇制帰JEに NeK，Q専の形態素を宇えてお 〈
ニとによリ.立味を変えるよ.， f....変形を除外十ることにr&;It;し.この考えはChomsky(・65)
に保則された'・・).φ基本変形(iなわち.変形が行い得る織作)についてα岡田ky¥・65)
.，二代人・消去 ・付加の三傾が健司Eさilているが. J.ckendoff (・72)11照応表現[→Hjを

解釈縫目IJで彼うニとによリ， I・ト'f宝条件に}f;っ く消去l'形を排除できるとしているも.変
形足則的通用堤界が拘束されているか;1;かについて， Rou(・67)，Posl.1 ('68 =・71・)('74勺

.ょ.境界が一つまたは二つの叶イ 71t，..内に以らIlている (=;;1¥紅された}地別とそ珂よヲ

な制限がむい(=拘束さハていな、川地HIJ とに付け ん tしそれぞれがl\~・勺た制約 (- c )
に従うと Lている.しかし， 0同岡山y('71=・73)('75) :ょ.すべての規制は拘束されていると
の見解を係る(・).

F.文法箆11
Chomsky r且びそ的支持者)1:ll:r八品詞に相当する範吋とそれら壬主化する範時(VP，
PPなど)を認めているが.生成意味』章一書はその値Mを大相に剣少L， S， NP， Y円三!
慢の;..J21> る.すなわち. 形容詞. 銅2司.助動詞.注Ufr. l~などを.y lT) . .!-t.と見1設-1'ので l
ある ruko(f(・65)，Ross(・67<=69).B剖 h('68).な怠..Ros$.l・69b)(1 形容刊を ~P と

みているんCho阻止y('70・=・72)て・11.y， N.Adj内聞にみらtLる共通性をIE.揺するた丹に ;

梧庇筋肉IJI.KIJをX及び横怖を用いた式笠で表記する)j法 (X縦約) ~!l~佐 L てお '1 [2 Il ¥ 
サ・神14a文)，ニiUよJ.ckendoH ('74)専によ勺て更に進展させられている (0).，Ros. 

{・72)('73l11， hJを明確に分鍵するニとが困健でゐることを指鈍している [→..Jl.、

G.旬犠遺制約 ・ 、，

i8.fõなえの派生を保証する上で各派生段階的句~i1i標Z置が溺たさね:Iなーらない畢件(句
情JE制約lがある.ニれについて α。回匂('70b='72l11，"底沼健闘と変形内7 イル.タ
一機能町二っそ帯げているが.これに加えてRo.s(・67):1， Ä場 1.-;孟が満足すべ~ r出力
ゑ件J.c.泣けておリ. この考え方は P.rI回叫I.d・68=・71)によって 。友層情iZiil!1~~) ; と L
て受け慢がIlる(.). Perlmu出 rはさらに混濁練遺制約とい4むのも提案Lている.ま
た， J.ckendoff ('72) {1，窓味解釈町結果伶られる意味表示が満た寸Tべ~条件を t是・~して
いる，止r.t.fr.味論(例え(fLakoW・69='71))では.誕生に現れる全ての句情泣際怠ある川

:ニi卓〈 ヘ た勺た二つの旬間遺憾Z置が満足すべ与制約(全峨(fJi量生制約}が必裂であるd
21/. ( (.). Chomsky( '75)では. W..ow( '72J寺町成果を受製させ痕持f哩』宙を噂人 L ~ .) ，:
これにより全域的i民生制約の設定を免tLうるとしている.ukoH(・73)，Post.1 (・74") 

はさらに.民なる文の誕生に L言及するような派生開制約の必要性を L強〈主張Lていι

B.変形規則の通用順序
''l 主が句情j?ì~昆員IJ によ勺て主成されるようにな っ た結果 ' .) . 句情ji'l~占車内 r こから
変形か温附されてい〈円かとい今問題か主ヒて:る fJ:，Chomsky (・65)i!. ;k'"ょ・'}~レ ; !J再
I;{ ;車問の l草l~J を提案している _~iîlÍ Sが1"tイ 7・L壬11<1北する， -w~'t i 二 11 ; ，・.; ) tlる

慢刷が外在!l'1に順序付けられている.みそtlり内線QIJ内Ja鳩はまずーー書下町サイ 71レ;ニ始

まリ.順次すぐ上司サイクルへ進んでt、<.:診を， Chom.ky(・70・='72)以降て・は， sのみ
ならす NP (，サイクルを情成すると修正してお 1)，ニ町修正1:J.ckendoff(・72)，Akm.' 

ji.n ('75)によって支持された(・・)，!i.について. Koutsoud.. ( .ηi事{1，l!11!順序は
般原目IJによリ予測さ札β外在的に順序付けらtlるべ与ものではないとしているc.l.み.._...
についても， Ros. (・67)，Postal (・68= '71)に よ勺て， /ttて円変形が循環的に危哨される

わけではな〈非循環If}なものもあることが指樋されている. Emonds ('70)1;，循~ . Jド循

環に代えて情遺保持変形.Iレート変形の[>(分を提案しており， Chomsky(・71=ワ3)はこれ

を支持している(.).

H.照応襲現の取り怨い
L.... Klima (・63)で変形によ勺て二つめ同一指示NPの一方が代名詞応に代えられt
とする変形主義的業が提示きtl. Lang.cker ('69). Po.t.1 ('ω=・71・)等によって受Itf
がれた.この案内閑経11'、わ由るB.ach-Pet.r. の憧者である.これを解決するのに.J.i 
k.ndoH (・68)(・72)Il解釈主義的立崎を縫案している (3月号‘中島泊丈J.ニ丹礎実:1

標準馬績から位大僚機狸論への移行を促す強力な論拠となっており，.0岡山ky(，・72)J 

降こ内立場をてをけ入れている..代名洞化的条件については.願行の喝合I立無条件に1f1

れると広(-'tえられている(ung.cker(・69)，Ro.. (・67). J.ckendoff ('72))が. uki 

( ' 68) はこれにY"4~を問え.出力条件(-GJ の必要性を説<. ー方.逆行f'Cr，l;)lヒlニ.'H
られている条件寺境定するのには「統御Jという慨念が有効であることがLang.cker('6 

C.変形に錬せられた制約・条件
変形度目1)の形式に隠する一般的制約 ~L てChoms匂(・65) :!，情j~記述が分析可自主性を

and.. or. notによリ表記されるとする r分析可能性に基づくプール条件Jを提案して、・る.
M蒋で健案された.変形はtAiIT上内情報だけに依拠して定式化されるという r~I島i孟依慢丹
仮誕J(2 Il号・チョムスキー指文{，形式.1:の制限のー純である.生成.0':味猛打.俗文法
家はこの仮説的妥当性を否定Lている Emonds(・70)的提案による「情i宜保待のi厄誕』

も崎J左記述と陽迄変化の形式に関する制限といえる. Bre.n.n ('70)的建叫する r補文僚

IllMI世鍵KI)に関する一般11J;，.形式上の制限である.Q、oms'ky('71='73)では.Dr悼のd..
Bresna，司内ニれらの提案を支持し.用請のーー部に組へれているl・・Lφ変形見制の通期

法に関するー骨量的制約としては K.tZ"Posu[('&!). Chomsky(・65)は.消去変形が「唯 ・

一的復元可能性向条件J に従わなければな句ないことを主鍛する. Ro..(・67):ム拘束さ

れていない規制〔→A)が適用される際に:1. ，型合 r， l~ 旬号制約など f島町制約」に従わねば

ならないニとを明らかにLている.。、omsky( '71 = '73)(・75)は指定主話量件(2円号・チョ

ムスキー省文〕等の諸条件を提案L，この案内方が.全てのilHIJを拘束され1:#1.則と定め
ることができる点でより自然であるとしている(0). Poot・M・68=・7111i.NPの作動を
行す変形11，1，7)一指示関係にある他円 NPと交差させてはな勺ないという r交廷の限度」

をf革案Lている ¥ 人

、. 

~ 

D.基底構造
Q国 msky¥担びその支持者}的立場で，. 一貫Lて.文派生町役{，Jf;底となるのは深層
構芯て・あリ.その末ji郁には詩集I百日が神人きIlているとしている.生成立味詣でI!I軍制

情j1ìを認めずに (el.窓味表示が文派生町役 I，~底となる情遣であるとしている.その末1liI

st
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-
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interpretation. -

(1970・=1972)"Ro田町h 個目咽inali，ati。乱句
(1970‘=1972) "50回eemparlcal issueJ in the theory of transformati倒 .1
gr・rnmar. Indiana 
(1971 = 1973)・Conditions伺 trans{町田副同"5."Indiana 
"(1972) Sludi..開閉Mnl日.，. gen.erall.vf! 8，am.mar. 
(1975) R./lulion， on la町田H・

Doucherty， R.c. (1969) -An interpretive theory of pronominal re(ererlce." FL 
Emonds. J.'・(1970)Rool and ，'ruc'u..'p..."町 ngtransfor刷出nl.lndiana. 
Fi.n~o. R.W， (1974) S.咽 川icconditi師 S 伺 ，yrfaceslructure. 
Fillmoro， C. (1968) -Th. coso lor e05" CL  T. 

(1971)・5。田eproblems for Clse grammar. 
Gruber. J. (965) Sludi.. in /.uea/ ../alio.... lndiana. 

H...gow.. K. (1972)・TransformationsI.nd !ie田.anticinterpretation." 1.1. 
H.lk.， M. (1971)・η官 grammlrof English reflexIves." (up) 
J.ekendoH. R.5. (1968)・Aninterpretive lh凹円。fpronouns and renexives.‘(叩)

(1972) S.間川，-cìnt~ ，pre'øt，開問 generati ・e 8'rammar 

(1974) Introduetion to th. X eonvonti。礼町 Indiana.

Kajita. M. (1968) A seneralive-lra"，.for圃aliona/SI凶y0/ $tml.-au.zi liarie" ;n 
presenl-day A~rican . EngU~ι 

K.tl， J.J. (972) S.畑山cth，ory・
Kah， J.J. & J.A. Fodor (1964) -Th. strue，ur. of a semantic the.rv.司
， K.tz. J.J. & P.M. Postal (196引 .4"i"tr~rat t:d theorr 0/ liftpiltic de，eription. 
Kiparsky. P. & C. Kiporsky (1968= 1970) -F.et. -
附imo.E. (1%4)・Neg.，ionin English." 
K。叫同組d..，A. (1972)・ηe.triet .rder I.llocy. -Lg 

Kuno. 5. (1975) -Thr.. perspeetiv時国 thefunctional叩prQachto syntax.司 CLS
Kurod.. 5，' Y. (1969) -Attaehment tr8nsf..，...ti.ns. -.¥/. S. E 
ukoH， G. (1965)仇 Ihenat"re oj .spJcl(:l，c "同gulantll.

(l968) .. Pronouns and re(erence. ~ Indiana. 
(1969=1971) 'On g.n.r.tin '0皿・ntlC5.
(1973) "50mo thought. .n t r.nsd町 W山。n.1eonstraIilu.‘ 

Langoek.r. R. W. (1969) -On pr。問。minalは副同a・ndtho ch.in .1 e.mmand.' M.S. E. 
u崎町doen，D. T. (1970) E...nllal. 0/ E"，，/i，h gram制 r.
L.... R. B. (960) The srammar 0/ En./i.4 n岬 U同 Uzation.
Le... R.B. & E. Klima (1963= 1969) -Rul.. lor Et唱lishpronominalization." M.S. E. 
Meu..l.y， J.D. (1968) -Lexlcal in5ertion陥...transformational grammar without 

: . deep structure.ー CLS

(1970) -Wh.r. do n.un phrases 何回 from?-

[参考文猷 Per巾 utt.r.D. M. (け1捌=司1971)Dup α叫吋 IMr桐fμGC~ .，什F刊“叫凶Cυ山2
CLS=P，向α叩p戸er.sf rom lh財.Re町gI印io側n咽z咽叫6/M.何e肘t川t川n吋g.c.αhi印 R伊oLμ"川n叩2哨叩f(I削u削4μ川，け川3tlC口， Sお0<口.. 叫t旬g. Po.tal. P.M. (1968=1971") Crou'o... pia.耐耐胤

FL= F，叫低血tions 0/ LanguaKe. (1970= 1971・)・0官 thesurface yerb・remind'."LI. 
lndiano '" l.dian・UniversityLinguistics Club 、て (1974・)0.‘ rau，n8.
Lg. = Lanlf1UJg.. (1974・)・oncertaIn ...田biguoty.-LI. 
LI = Lingui，'ic l岡山iry. ーー ー (1974')・Observations00引 ructure-p

~ 

に ，~ 1) IUI らかにされた o .代 名詞化成則的遁 Ilh~については. Ros. (・67b) ， Jaekendoff 

( '72)が稲辺的とし. --Ij Lakoff (・68).Post.1 (・68='71) 'H~循環的としてい る.・再
Mftr，)唱の誕生について L変形主投と解釈 E花町立場があり. また. H.lko (・71) ii，基

l在 l~j1iに，5.11 だけを伸人してお5そlLiこた行J・lを転'がする方法をとる，Chomskyは(・65)

で1.1変形主義をfよっていたが. (・71='731以降では H.lk.の案を保っている1.)，P}帰化

が行われる環境として.単文内向』島{t-とそれ以外的JI¥U(f.刊え:%絵画名珂jl}+量化)がある.
Post.1 (・68='71')( ' 74 ・ Ill. ニれ・3 二つ内出向!化を ~IJ[商吸いとしているが. Jack.ndoH 

('72)， Chom.ky 1'71 ='73) :.1-絡に投打 7と努円ている内Kuno(・75)iよ併Mfヒを抜うのに

ï([提訴法分桁弘と'刀打効であるとし て L 、る o .代動詞化的4晶い巧について :!it~~司化に心

lする位見内対立か!ll!""そのまま反映'!'flている， が.LakoH (・681:ム ftr. ~;1fヒに ついて
は解釈モ義的立場を.代動I~化については'生形主義的江鳴を示民主'している ，

1.術文の取り扱い
Ro.enb.UDI (・67)では.嫡文照畠とじて that，[or'也.Poss・ In~ のー健を認めてい る，

Kajita ('68) i;.二刀、丸 lor't. "帯主について内側'先号 制深化させている (8)0 Br'5' 

nan{'70) :l，深!回帰』立か円節占 COMPを.1けでJ.;(べ 手てあるニどを五張して13リ.

Chomsky 1'71 ='73) :ニ.これを:l:n.:i1iifl'J::受it人iL. COMPf-WHのもの(that 節.
i明係節!と +WHの もの I~H岳民間主 J と にソíf L i・L きら.ニfor-t o. Poss・IsgをAUX

として!¥IiえているョKiporsky-Kiporsky (・68= '70) :1. j土øfi~ 叙'JU内なものとそうでない
Lの とに分け， IjiJ将の楠主内格庇形i孟 山. [ae'-S である とLて・ ・る，Chomsky{・71= 

・73)もこれを認め-:~・品五 ウ てある .補主i:~h 7) E文11!I~J 11ftへの機 '1Iニ:f丹 11I1mについ
て:.1， Ch.msky 1・71=・η!と向日aト・74・ 刀Illlで識し いt-t立1)'み可れる ，.1， 二打開

粗::.Chom.kv カ・処叫~.tる~Ud宇 [ー D lのi直行.:，~ { {f. i"} ~. て、 ・ る. . John日 idthat 

M.rv ...t T。岡山 tうと文の補 .i::!. J.hnがtU見したも のであるのか，J;行自身内表乳で
あるのか :泊りに解釈でうる McC.wl.y1・70):J:それぞれ伺解釈が時IH胃同基底情iEか

り中ヒたものでhると Lてー・るか. H.!!I ~gawa ( '72) :!つ力深層情近から生じたものであ
り.解釈の3華、九三解釈地別に土 刊で1主べ ，;，il;るとしてL・ゐ・)， Postal '・74b):;::二ILに

l ヰ ~i.;;;~ 加え て い る ' . "

J その他のIII高
Kunol '75 ) の険徒(I~JI耳丈議でlt. 主砲 ・ 感情 f~入 ・ 直後J/i i.土分析む:' Chomsky ~理論に .. 
現れない慨念・.む決を駆使Lで文の分所そ1T>:.・ぺでいる!3 ~!号・久野A歯文J. R05. ('72) 

( '73)円非うf雛文;1:.でI;t.文法主E・J~ Chomsky 7l T;えているょ っ;:I~J解にけ雛する こ と
がf、可能であるニ とそUllらかにし コ る Pos阻11'7がい '74b). p.r1muttor宰の関係文
法て'1よ.縫削を定式化「る ;.~ . Chomskyが;，"，止Lている文法l喝係への;-}Ji.I;' Wihて・ある ニ

とを王強している (31l号 受任省文).
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